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Abstract
In this paper, nominal particles, especially prepositions and articles, in Samoan, Tahitian, and 
Hawaiian are examined. Since Polynesian languages derived from a common proto-language, they 
have many cognate nominal particles. This paper attempts to compare the usage between cognate 
prepositions and articles in order to illustrate similarity and difference among them. In doing so, the 
predicate use of each preposition/article and the co-occurrence of prepositions and articles are 
investigated with focusing on four groups of cognate prepositions and two groups of cognate articles. 
This paper shows the neutral case preposition ‘o (<*ko) and the ablative preposition mai (<*mai) are 
distinct from other prepositions in that they can form a predicate noun phrase in all three languages 
and that they do not take a tense-aspect marker, which is essential to many types of predicate phrases.




























(1)    述語名詞句 － 主語名詞句
(S) ‘O   Malia   ø        lona   igoa.
(T)  ‘O   Māria ø         tona   i‘oa.
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(H)  ‘O   Malia      ø         kona inoa.





















上記の(1)では‘O Malia/ ‘O Māria がそれぞれ述語








(2)   述語動詞句 －     その他の名詞句
(S) ua    alu  atu       i    Patanarama.
(完了) 行く(方向)      ～に パダンアラム
(T) ‘ua   reva           i    Padanarama.
(完了) 発つ            ～に パダンアラム
(H) ua  hala aku    la    i    Padanarama.




















































(5S)  i       le     lagi
(5T)  i       te     ra‘i
(5H)  i      ka     lani





(6S) Vili  e! 
     ヴィリ (呼格)
「ヴィリよ！」 
Mosel & Hovdhaugen (1992:193)
(6T) E    Terii ē!  
(呼格) テリイ(呼格)
  「テリイよ」Lazard & Peltzer (2000:201)
(6H) Ē     pua  ē! 
    (呼格) プア(呼格)








(7T) E     mau  ‘oire ato‘a  anei …? 
(不定) (複数) 町 ～も (疑問)
「（いくつかの）町もありますか。」
Saint-Exupéry (2006:52)
(7H) He    mau  mea  maika‘i nō na‘e.
(不定) (複数) もの 良い   (強調)
「実に良いものだ。」Beckwith (2007:9)
(8T) E    ‘aiū     mā !
(呼格) 赤ん坊 (集合)
 「おーい、赤ん坊たち。」Saint-Exupéry (2006:24)















S ○ ○ × × ○
T ○ ○ ○ ○ ○

















る 5 セットの前置詞と、2 つの冠詞を今回の分析対
象とする。明示的な形式を持たない øは除外する。
祖語 意味 S T H
*ø 主格/ (S)絶対格 ø ø ø
*e 行為者格/ (S)能格 e e e
*i / *ki 対格/所格/与格 i ～‘i i i
*mai 起点「～から」 mai mai mai
*a/*o 所有「～の」 a/o a/o a/o






(H)  ‘O   Malia      ø         kona inoa.





















上記の(1)では‘O Malia/ ‘O Māria がそれぞれ述語








(2)   述語動詞句 －     その他の名詞句
(S) ua    alu  atu       i    Patanarama.
(完了) 行く(方向)      ～に パダンアラム
(T) ‘ua   reva           i    Padanarama.
(完了) 発つ            ～に パダンアラム
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与格 の前置詞は元々*i / *ki の二つであったのが、
言語によっては一つの形 i に統合され、結果として
前置詞 i は多機能になっている。
祖語 意味 S T H
*te 定 le te ke/ka


























(12S) ‘Ua   i    luga le   lā. 
(完了)(所格)上 (定) 太陽
  「太陽が昇った。」Milner (1966:115)
‘ua は例(2)でも登場したが、完了を表す時制/相指
標の一つで、動詞的小辞に属するものである。例




































(13S) ‘O   le  ulu lenei.
(無格)(定)パンノキ これ
「これはパンノキだ。」
Steubel & Herman (1987:11)
(14S) Mai lēfea nu‘u ‘ea    ‘oe ?
(起点) どの 村 (疑問) あなた
「あなたはどこの村からですか。」
サムエル記下(15:2)











(15T) ‘O   te  taote tei      haere mai.
(無格)(定)医師 (関係詞)来る (方向)
  「来たのは医師です。」
Lazard et Peltzer (2000:35)
(16T) Mai  Huahine mai te  mau ‘orometua. 
(起点) Huahine (方向)(定)(複数) 教員
  「教員達はフアヒネ島からです。」
Lazard et Peltzer (2000:192)
(17T) O Tama terā  fare ‘āpī.
(所有)Tama あの 家 新しい
「あの新しい家は Tama のです。」
Lazard et Peltzer (2000:193)
(18T) A    rāua terā fa‘a‘apu.
(所有)彼らあの 畑
「あの畑は彼らのです。」








(19H) ‘O   ke  ana ka hale o     kekahi po‘e...
(無格)(定)洞窟 (定)家 (所有) ある 人々
「ある人達の家は洞窟だ。」Malo (1987:82)
(20H) Mai Hawai‘i mai  nei   au,...
(起点)ハワイ (方向) (指示詞) 私
「私はハワイからです。」
Fornander (1918-9:567)
(21H) I     hea au, i     uka,  i      kai, …?










(22S) E      a    Feleti le  ta‘avale.
(未完了)(所有) Faleti (定) 車
  「車はファレティのです。」
Mosel & Hovdhaugen (1992:408)
(23S) Sā   i    Apia lo mātou  tinā…
(過去)(所格)Apia 私たちの 母
  「私たちの母はアピアにいた。」
Mosel & Hovdhaugen (1992:408)














Peltzer (1991:21)が、ei と tei は未完了の時制/相指標
e、現在の時制/相指標 tē と前置詞 i がそれぞれ結び
ついた形であるとの分析を提示し、Ross (1976:35)
は、マオリ語の同様の小辞について、i は*i(過去)




ei (未来の場所) 未完了 e と前置詞 iが融合
tei(現在の場所) 現在の tē と前置詞 i が融合






与格 の前置詞は元々*i / *ki の二つであったのが、
言語によっては一つの形 i に統合され、結果として
前置詞 i は多機能になっている。
祖語 意味 S T H
*te 定 le te ke/ka
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(13S) ‘O   le  ulu lenei.
(無格)(定)パンノキ これ
「これはパンノキだ。」
Steubel & Herman (1987:11)
(14S) Mai lēfea nu‘u ‘ea    ‘oe ?
(起点) どの 村 (疑問) あなた
「あなたはどこの村からですか。」
サムエル記下(15:2)





(25T) Ei            te  ta‘ata tīa‘i ra
(未完了-所格) (定) 警備員 (指示詞)
te    tāviri 
(冠詞)鍵
  「鍵は警備員にあるだろう。」
Lazard et Peltzer (2000:43)




(27T) I     te  fare nei   te taote.
(完了-所格)(定) 家 (指示詞) (定 )医師
「医師は家にいた。」




















(28T) E      manu terā. 
(不定) 鳥    あれ
「あれは鳥だ。」Lazard et Peltzer (1991:36)





(29H) He    kumu ‘o   Pua.
(不定) 教師 (無格) Pua
「プアは教師だ。」Elbert & Pukui (1979:156)








(30S) Ua    se   va‘a  tū  matagi.
(完了)(不定) 船 立つ 風
「風に立つ船のようだ。」
Mosel & Hovdhaugen (1992:404)









(31S) Ua   ni   solofanua po‘a e      pepeti
     (完了)(不定)馬      雄の (未完了)太った




例(31S)では、不定冠詞複数 ni が導く名詞句 ni 














サモア語においては定冠詞 le と不定冠詞 se は全
ての前置詞と共起する。以下、本節では該当する
前置詞句を下線で表記する。
(32S) ‘a     e      talia       e    le tamaita‘i, 
     そして(未完了)受け入れる(能格)(定)婦人
  「そして、婦人が（それを）受け入れて...」
Kramer (1995:31)
(33S) E      lē   iloa       fo‘i
  (未完了)(否定)知っている も
e      se   tagata…
(能格)(不定) 人
「人は誰も知らない。」
Steubel & Herman (1987:48)
(34S) Na   oso  i    lalo le   tama
(過去)飛ぶ(所格)下 (定) 子供
mai   le solofanua,...
(方向)(定) 馬
「子供が馬から飛び降りた。」
Mosel & Hovdhaugen (1992:147)
(35S) mai  se tusi a    Iosefa Samita 
(起点)(不定)手紙(所有)Iosefa Samita
「Iosefa Samita の手紙から（の引用）」
The Church of Jesus Christ of Latter-day 
Saints (2007:47)
(36S) ‘O    le Tala o     le Taua o    le Uso
(無格)(定)話 (所有)(定)戦い(所有)(定) 兄弟
「兄弟の戦いの話。」Kramer (1995:29)
(37S) se    mavaega  a    se Ali‘i  Sili
(不定)遺言     (所有)(不定)領主 高位の
  「高位の領主の遺言」Henry (1980:115)
(38S) ma    tu‘u i     le tanoa 
そして 置く (所格)(定 )ボウル
「そしてボウルの中に入れる。」
Kramer (1995:22)
(39S) ...sui         i     se tanoa  ‘ava, ..
      ミックスする(所格)(不定)ボウル カヴァ
  「カヴァ（サモアの伝統飲料）用ボウルで（カ
ヴァを）ミックスする。」Kramer (1995:554)
(40S) ‘O    le Tala  o     le Taua o    le   Uso
(無格)(定)話 (所有)(定)戦い(所有)(定) 兄弟
「兄弟の戦いの話。」Kramer (1995:29)
(41S) ‘O    se   ā  lā    lou      mana‘o? 





(42T) ‘Ua   hāmani-hia  e      te tamuta
(完了)作る-(受身)(行為者)(定) 大工
tō matou  fare. 
私たちの 家
「大工が私たちの家を作った。」
Lazard et Peltzer (2000:66)
(43T) mai  te matahiti 1825 mai
     (起点) (定) 年    (方向) 
「1825 年から」Musée (2001:8)
(44T) ‘O    te  fare o     te ‘orometua terā. 
(無格)(定)家 (所有)(定) 教師     あれ
「あれは教師の家だ。」
Lazard et Peltzer (2000:175)
(45T) ‘Ua  haere ‘o    Petero  i    te fare.
     (完了)行く (無格)Petero (所格)(定) 家
「ペテロは家に行った。」
Lazard et Peltzer (2000:64)
(46T) ‘O te fare o     te  ‘orometua terā. 
(無格) (定)家 (所有)(定) 教師 あれ
「あれは教師の家だ。」














(25T) Ei            te  ta‘ata tīa‘i ra
(未完了-所格) (定) 警備員 (指示詞)
te    tāviri 
(冠詞)鍵
  「鍵は警備員にあるだろう。」
Lazard et Peltzer (2000:43)
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(完了-所格)(定) 家 (指示詞) (定 )医師
「医師は家にいた。」




















(28T) E      manu terā. 
(不定) 鳥    あれ
「あれは鳥だ。」Lazard et Peltzer (1991:36)





(29H) He    kumu ‘o   Pua.
(不定) 教師 (無格) Pua
「プアは教師だ。」Elbert & Pukui (1979:156)








(30S) Ua    se   va‘a  tū  matagi.
(完了)(不定) 船 立つ 風
「風に立つ船のようだ。」
Mosel & Hovdhaugen (1992:404)









(31S) Ua   ni   solofanua po‘a e      pepeti
     (完了)(不定)馬      雄の (未完了)太った




例(31S)では、不定冠詞複数 ni が導く名詞句 ni 








Elbert & Pukui (1979:146)
(48H) mai  ka wā kahiko mai, ...
  (起点)(定) 時 昔の (方向)
  「昔から…」Beckwith (2007:149)
(49H) ka  hale o     ke ali‘i 
(定) 家 (所有)(定) 領主
「領主の家」Elbert & Pukui (1979:136)
(50H) Ua   makemake au  i    ka hale.
     (完了)欲しい    私(対格)(定) 家
「私は家が欲しかった。」
Elbert & Pukui (1979:98)
(51H)‘O     ke ali‘i  nō  ia.
(無格)(定) 領主(強調) 彼
「彼がまさに領主だ。」
















の中でも、無格の前置詞‘o と起点の前置詞 mai と
他の前置詞との間に大きな断絶が見られた。無格










































































S T H 述語に
なりにくい
なりやすい
e － － －
a/o (+) + －
i/‘i (+) (+) +
mai + + +



























 タヒチ語の所/与/対格の前置詞 i が述語名詞句を
導く場合に用いられる三つの形式 ei、tei、i の存在
は示唆的である。これらの形が Clark (1976:35)や
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